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は　じ　め
　日本には多くの学校で吹奏楽部が存在し広く音楽が楽しまれ，器楽教育の面では大きな意味
を持つ部活動と発展している。日本での音楽教育では授業による歌唱やリコーダー，鍵盤ハー
モニカによる授業のため，管楽器や打楽器の演奏には部活動を通じてのみ行う。この部活動の
吹奏楽という編成で最低音を受け持つチューバに関して私個人として多くの学校や生徒と接し
た経験からいかにチューバという楽器が成長するかを考察し，また音楽的な発展を望むために
もどうような指導や環境が必要かを提案していきたい。
現　　　状
　全国どこの地域でも部活として吹奏楽を楽しむ学校がとても多く，全日本吹奏楽連盟主催に
よるコンクールを各地域で行うなど学校行事の中でも大きなものの一つとなっている。また競
い合うという意味では一部で加熱し過ぎている面もある。その中でチューバという楽器がいか
に練習，また音楽を奏でるなかで活躍していくかというと簡単に述べると音楽の構成上，最低
音パートを受け持ち，ハーモニーの中での根音を担当する基礎部分。そのような大切な音を奏
でるのがチューバである。トランペットやフルートなど誰もが知ってる名前ではないためか演
奏能力を問われない団体もあるようだがチューバが上手なグループは全体のサウンドもすばら
しく変わっていく。特に目立った動きや旋律を演奏することも多くないため重要視されない傾
向にあるがいかにこの楽器が吹奏楽の中で必要か，そしてその重要性を確認していきたい。
　チューバは本来，とても豊かに響き，あたたかく土台を形成するような音である。そのため
細かい音の動きでは不明瞭さが目立つこともある。同じ低音楽器であるトロンボーンはより輪
郭が自然と出る楽器であり，明瞭さからはチューバもトロンボーンのような音を要求されるが
基本的な音の響きとしてはチューバらしさである豊な音を優先されるべきである。普段の練習
の中でも自分の音がどんな音で，どういう音で演奏したいかというイメージ作りが大切である
が合奏上，輪郭がない音とされ固い音を求められる傾向にあることも現実である。
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　多くのチューバを演奏する生徒たちが自分たちの音がそのグループ全体への影響があるかを
指導している顧問の先生たちも深くは理解していないことがある。これらを把握した上でいか
に大切な楽器であるかを説明していきたい。
　教育環境としては１人の先生がすべての指導を行っているのが現状。通常，音楽教科を指導
する先生が顧問になり吹奏楽部を指揮，指導するがその担当教員によっては吹奏楽に精通して
ないこともある。音楽教員が金管楽器を勉強した人であれば大きな指導力となりチューバ担当
の生徒も心強いが木管楽器または打楽器を専門としていた人であれば専門的な指導は望む事が
できない。
問　題　点
　吹奏楽でのチューバパートの楽譜を見たことがある人はご存知だろうが，多くの楽曲が他の
楽器と比べるとシンプルな音符が並べられているケースが多い。基本的に全音符や二分音符な
ど長く伸ばす音が多く細かな動きがないのが特徴である。これらのことから普段の練習でも技
術的な進歩を求める練習があまりされないのが現状でありレベルアップの機会が少ない。作曲
者がチューバの演奏能力をより知ることで楽曲へ反映されると信じる。
　単なるベースとなる音ではなく様々な響きを奏でることができる楽器であることをより知っ
てほしい。アメリカの話であるがすでに50年ちかく前の話になるが著名なチューバ奏者であ
り教育者であったハーヴィーフィリップス氏はアメリカの作曲家を集めチューバによるソロリ
サイタルをニューヨークのカーネギーホールで行っており，いかに自分の楽器が他の楽器同様
に演奏能力をあるかを知ってもらう機会をつくっていた。作曲者たちがいかに音楽の土台にな
る響きを形成する楽器を理解しているかが今後の課題である大きなポイントになっていると思
う。
　部活動の練習では本当にすばらしい，本物の音に触れる機会が多くない。また適した指導者
の配置ができるかどうかがレベルアップに大きな差をつける。近年ではCD等で独奏をきくこ
とができソロ楽器としての地位も上がっているが多くの生徒たちは自分の楽器でフルートやト
ランペットのようにソロを演奏できるとは思っていないでしょう。他の楽器のように幅広い音
域を持ちとても豊かな響きを持つ楽器ですから旋律を演奏してもとても美しいのである。
解　決　策
　上記に掲げた問題点から私たち専門家も心がけていることは楽器の知名度を上げることであ
る。欧米では音楽にあまり興味がない人々もチューバという楽器は知っている。日本ではどん
な形かすらわからないのが現状である。これだけ吹奏楽が盛んになっているがそれぞれの楽器
がどんな音でどんな曲が演奏できるかなど知る人は多くはないのは残念であり西洋音楽への理
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解はまだ遠い未来かと思う。
　チューバを演奏する中学生，高校生のみならず他の楽器でも指導者がなく自己流での練習が
頻繁に行われていることである。管楽器の指導ではトップクラスであるアメリカではいったい
どんな教育が行われているかというと部活動ではなく正規の授業として吹奏楽が行われており
教員養成大学では吹奏楽を指導できる人材を養成している。ここが大きな違いであり，生徒た
ちも専門的な指導を授業として受けられ環境が整っている。日本の教育で吹奏楽が正規授業に
なることはないと思われるが少なくともより多くの専門家が部活動で指導できる環境があると
もっとすばらしい音楽が奏でられると思う。
　全国規模のコンクールで入賞を果たす多くの学校では地もとのプロ奏者や音楽大学生を招い
たり，より刺激ある部活運営がされいる。限られた部活予算の中でプロ奏者を定期的に指導養
成するのは難しいが可能な限りレッスンを受けさせたいものである。特にチューバに関しては
他の金管楽器とは息のスピードが違い，チューバ奏者を体験したことがあり本当の響きを知っ
ている人が指導者となるべきである。
ま　と　め
　部活動での音楽ではとても人気がある吹奏楽で個々にすばらしい演奏しコンクールに入賞す
る学校が多く，日本の吹奏楽界の原点は学校での部活である。しかしチューバだけの現状では
なく他の楽器でも指導者がおらず自己流や正確ではない情報による演奏法が氾濫していること
がある。この紀要ではチューバに関することではなく吹奏楽全体の問題点をも定義している。
欧米に負けない音楽表現が可能になっている日本だが個々の楽器教育に関しては手薄に思う。
グループとしてのサウンド作りを重視しているがより個々を見つめる時代に突入している気が
する。
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